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(ヨッボシヒ ゲナ ガ カミキリ に関 する 調正成績)

技 手 井 上 元 則

I・ 緖 言

北海道の保林答植は 凡 そ 22 他萬;行 で,共中針葉樹が 86,o0o A石 

とﾡせられてゐる。之に對する描菌害は、ﾡく内崎に見ﾡつて100 

分の1として算 すると、 360前行の被木が4生 じてゐることにな 

ろ。 濃業作物に ありては、 ド ◆ の収穫の 10分の 1 が当尚に依っ 

て減收する ものとしてゐな。随つて朴業上に於て、 100分の1の選 

i木があ 6 と 見るのは決して過大な數字ではない。及近林學博士 

和澤保氏は、北海道の天年林に寄.生す る 小数戦の被木は 60o 行係 

前石本 りと袋楽"されてるる。之が目出の基礎は明示されざる も、 

總ゆる角度よ 見て、 木道の天然林に於ける当歯衛木は700A石門 

外と見るのは至常であると思ふ。ーカ•本道の官公冇林より枯損木と 

して、毎年•資拂處分されてゐる數;上は凡そ 100A行位であるから、 

乙の 6 倍の被害木が未利用の儘, 林地に殘存されてゐる ことにな 

る。乙れ等被害の主なる原因はエゾマッ、ブカエゾーッ、 トドッ 

等に釣する キクヒムシ、 カミキリムシ、ザッム シ等の見当並に針葉 

樹心材ﾡ朽(カイ メンダケ)、トドッ途材ﾡ朽M( ミ ゾク レ病)、 

エ ゾー ッ心材白Jﾡ朽ﾡ(ッノカク・タ") 等の木材腐朽菌の寄 

生に依る ものである。



iして未利用のﾡ地に残されてろる約 600 ど石iの彼方木は、 

實に認菌の繁殖 を助長す る温味となつてゐる のであ る ・ 本道の天然 

林は過熟林分が多いので、毋•菌書に雇 う易い傾向があるから、 地 

域每の特異な る 林分構成 と 被害離菌 との関 係に就 て、制作、試験及 

び研究を行ひ、その原因を明かにし、以て施業方法、或は伐探方法 

診善の資料となし、之等被害に依る損失を出來るだけ幌減し、或は 

J然に防止'する等の措般を講ずることは、森林資源の確保』:、極め 

てﾡな問ﾡでなければならない。然るにその方の試験、研究は 

兎角等閑視され勝で、之が機橋はﾡめて徹々なるものであって、從 

※誠者の間では米だ遭働と されてみな。

,支那事後以來、木材の1要増加に仲人随時増役に到ﾡ す る ため、

MではM和14年以楽、青行術伐の及I逃材を行ひ、木材増産の逃行 

を 期して ゐる が、M和154度にぬ て はT行研役にの約3 御、J ち 

100面行和夏I材を重行したと ころ、個々カミキリ ムシ、 夕 

ヒ・シ、ザッ ・ り等の袋4にがM火ﾡ繁とな り、 地にイ成を興へて 

ゐると、一度新闘紙上にﾡ炎さハれるや、ﾡ局は之が登ﾡをﾡめて 

要視せられるに至ったのである。當場は道盛林産課の御 委 ﾡ に依 

り,I4以米度川ﾡ材と数術との開係につて明に常つ て 來た 

が、ヨ ッボッ ・グナガ:* リの被守に就 て、4介Hﾡにだるﾡ料 

を公表し、森林施業、利川、行林等に關係せられる 方々の御參 野に 

僕さんとするものである。本報 ﾡは逃報 を災す る 関係」:、短川Hの 

間忙調査 せる結果を取纏めた ものであっ て、著者は との門を以て 

消足する のではないが、今日 乙の種研究資料の極めて 2しさ 折 

柄、各方面の要衆に答へんが爲め、速報せんとするものである。何

れ不備の動は、後H制 査 を:朮 ね資料の充實 を期した いと 思ふ 2 

本調在にﾡ » 多大の御指導と御扱』と を賜り たる道應林産課長勅 

我m三」動、造林課長技師石原供三氏、森林規読課長技師長 

谷部半 -並に 林産小川川及水野技間に の意 をべする e 又 

賞」也嗣杏に當”朮々御便宜を时へられた帶廣が林林署長技師松下善

、同署業務課長小松踊：氏外関係署員各位に對し感謝の意を表 

する。

終 り に随み終始御製施なる御指なと御ﾡ症と を期 め し前々場長北 

大名挙秋投ﾡに普i博:及型場技N肌部正相にボ謝の意をす 

る。御校正に』力せられな簡1一Nに厳劇のなを炎する。

II. 被害費の種類及び分布

介山 本道 の 千 ゾ ずツ、 ゲ千 ゾ マ 

生し、加せる主なる天牛麺は次 

の2和である。

1) ヨッボシヒゲナカカミ 
キリ (シラフヒ ゲナ ガ 

カミキッ、 シラフ 

コッボシヒゲナ ガ 

カミキリ) ・

単名 : Mlonochamus rosen-

・ miilleri Uederhju.m.

分布 ： 北海道、神太. 例館、

滿洲、西比利亞、欧洲



2)トドマッカミキリ 
(ヒゲナガカ ミキ り)

學 名 ： Monocltamus grandis 

Waterhouse.

分布: 北海道、本州、四M

第2回 ョツポシヒゲ 
ナガカミキリ (雌

附ﾡは近似の種類であるが、前者は後者よ り幾分小形な上、M新 

な特徴があるので、容易に越別 し得る。ル当の加省状況は商ﾡ共殆 

ど同様である。成類の殺生比率は4同はﾡ所にも依るがョ ッシ ヒ 

ゲナ グメ ・キリ9598 にﾡし ト ド ッカミリ5%位のも のであっ 

な。随つ て 付 稿 に 於 て は 以下 ヨッ ポ シ ヒゲ ナガがミ キリに 就 て 述べ 

る ととにする。

II. 形 態 

(ロッシヒゲッガカミキリ)

成 蟲 ﾡは川色、小断板は責ﾡ毛をﾡし、知梢の後方忙 は 

黄灰の短毛 を袋ふ。雌は切稍部に不規則な 白 好 故布す。M部には 1 

縦礼あ り、ﾡ刑微の内側は突川す。ﾡは雌にあ め ては僧長の 2 倍

3竹小に地するものあり、Aにありてはﾡよりしくし。ﾡ 

角節は网柱狀、締飾量長な り。剛軸、部化 は淺 ぎ 無刻 >方し等部に 

はﾡとイす ・ A に c は 後方に向 o 災縮し、雌 に て は略 4行す。雄 

の前脚は共合 も、雌にあ め て は後脚稍長 し。ﾡ長に不問あ。23- 

35札。

卵 W印@にして 卵 形、さ 4.6-54 細、必大幅 1.7-LS 

相 (第5園・)。

幼蟲
• ・

第 1 節費 -は略湾狀形に して、部を除きては全體乳白色、ﾡ 

部は短小にして淡黄褐色,中央に暗褐色の 1縦線ぁ 。仙しHの 

中、大肥はﾡ色な り。 前胸はM量もぬく、背板」:の硬皮板はまだ充 

分験達せずして僅かに隆起し、その前縁には淡褐色の長毛及び短毛 

粗生す。屮胸は後胸よ り知さも、共幅は少しく廣し。第 1腹節以後 

の 4腹節*ではなにM災 く な う 細まる 、そnょりw7 腹節までは 

M 略 等し、第8 節以後 は 幅 次第 怛 狹 まる。各 腹 節 ○長 さ は め1取命 

より第 8 節まで次第に長2 も、第9節より 急に短小となり、第10 

腹節は小囲錐形 と発す。胸脚は退化せ う。頭部及び胴部各節には細 

毛ﾡ生す。ﾡ長5.0-10.0相 (第5N b。



老熟幼蟲 髓は略涔狀形にし て、ﾡ部を除さ ては企置乳日C 

頭術は短小にしてﾡ神色、その前熱は黒ﾡ色、口は前ﾡ版と除き 

c はﾡ御色、締1 胸節 は 幅 最も 既く、そょり以後のルG 及 腹 部は 

次第に狹まる。前胸背板上の硬皮板は淡褐色にして、をの前緣は福 

色x 6。中央は縦溝に て布に 2分せらる。節1 腹節 より命8 腹衛

では女のに取飾の長さをﾡすも、 第0膜衛1り第10腹衛に及び 

なに短小となる。関u1り第7腹衛情板上は、小みか1縦滞状を 

なし、移動膨降各 ・ 御をへ、之に 1 條の横満及び共他の小凹溝 を 

裝ふ。頭部及胴部各節には福色の細毛組生す。胸脚は退化せり。置 

長30-70耗 (第5岡 c)。

第5岡 ヨツポシヒゲナガカミ キリ

a 男, b 羽化直後の幼数・ c 老熟に近き 幼経

IV. 生 態

1) 成•の活動狀況 と そ の被 

(イ)成顕の出現及び需命

木述に於て成類のﾡ も多 く 川現するのは 7- S月で、 後は徐々 

に減少’する。 10月頃にりても、 ﾡ岐数をることあるも、共個 

締数は傷め てい。成数はﾡ光の書る場所を好みて通災する性質が 

あつて、新しく伐探せる林地のエゾマッ、ゲカエゾマッ、 トドッ 

等の丸太や役山、政は天然#をﾡ償して設けた』木場の丸太村等は 

成理. の奴も好んで集ると ころである。成程の溶命に關しては、正確 

な何制験な e も、野外観察の結果か ら 見て、共時の氣象條件にも 、 

依るが2-3週間位であら5。

・

(ロ) 成憲の 後食 (Naclufrass) に よ る被

な樹係内にて羽化せる成数は、叫い飛孔くFlugloeh) を呼ちて外 

界に飛翔するが、共生殖器完成に至る までの短期間、エゾーッ、 

カ エ ゾジ、ト ド ッ等の確樹 よ り老齢木に至るまでの、小枝(直 

ﾡそ:うﾡまでのもの) の度部を術1.0-5.0ﾡ、 長さ1.0-10.0

第6回 ヨ ツボシヒ ゲナガカミ

午 ソ のエゾマツ技係 

食寄中の状況 (ﾡ)

第 7 置 ヨ ツジシヒ ゲナガカミ

キリの食害を被りたる 

ト ドマツ枝旅



ﾡ位宛ﾡみ、茶獲分多き細織とするが、とれは所謂、後食 (Nacl- 

frass )とﾡするものである (締 6-7 図)。

zれがため、新し く 伐採せ•ろ林地や貯木場周縁の天然林は稚樹よ 

り老齡木険至るまでとの小枝の皮部をﾡ企せられるが、 介 如 く 

大發生せる場合は、稚樹の枯死するものが働くない。壯齢以上の樹 

cありては、小校の樹皮がﾡ企せられる精果、それょ り上が枯死 

し、 トドマッにありて はﾡ食のﾡ4 よ り 翌4ド乃撃々4までﾡ色 

の楽をするれ、エゾッ, カエゾーッにありては、ﾡ企され 

た常年の秋までに、 の部分 り先きの葉を失よ。随ってル数の大 

彼ﾡを被りたる協木や老識木は、派初は枯死せざる様にゆ る 

も、事賞は著し く ﾡ勢 を衰弱し、第 2 次的に小直轟侵入の誘因 と な 

り、ﾡて柿死を楽するのである。成起の後食は雌雄北に彳"、もの 

であつて、概ね日常りのょい小枝に多v。

以上の如く 昆獄が食 を求むる 動作 を、動物起性學上.、栄発的動作 

と稱するが、み者はそれに到する主な刺激は、攻化ﾡ的物ﾡの預 

度に依る もので、之には温度、濕度、光線等が開係をイするものと 

見てゐる。本幾の場合はﾡ化性的刺激が見ﾡの央覚や頑覚 を通して 

行はれる結果、木の番り最かな新しく伐探せる地やけ木場等の新 

しき丸太及びﾡ光のﾡる林地に災合する ものであらう。

(→、) 交及び 産 卵

交ルは後企小の小枝上に て行はれる場合もあるが、多 くはH常り 

・合丸太の樹及上や伐ﾡやﾡ件上で行はれる (%8園。雌は交足後 

n りxきと ころにあるゾマ ッ、ァ カエェゾ ッ、・ドマ ッ等の新 

しく 伐倒せる 丸太の樹皮、新伐棋の樹皮載は生立木のﾡ仲に製り、 

和 々 な 動作を総退 し て. 樹皮 を 嚙み長 さ 8 ﾡ位の凹ん 仰を遣る。 

一つの略0を造るに要する間は15 分内外である。 火い で各ﾡ0 

内に産と入い、樹皮 ド I 札の深さに 1 男宛注みつける。 • 

(第9聞)。雌は 1 卵 を産み終へる と、再び他の適常な部分 デ選び、同 

様の啜傷を造って産卵する。野外に於て、斯か. る動作を仔細に観察 

するに、樹にﾡ傷を可成 り深 く興へな後、それが不適活と見るや、 

小途に於て旅楽し、他に移動して、適常な産卵場所を求めるものが 

ﾡくない。ﾡつて外ﾡ上ﾡのなめのﾡ傷と認め得るものでも、産 

卵されてつないものがある。1雌の流列鉱は、羽化常初よ り何市し 

て調査せる資料な3も、野外に於ける成懸を採集し、未熟雌と思は 

るもの、腹部を依せるに、13-25卵を厳せる ものが量も 普通な

りし動よ り定して、本ﾡのﾡ卵敷はLそ20粒内外とﾡ人。

第8岡 トトマツ樹ﾡ上に於け
カョッボシヒ ゲナ ガカミ - リ の 

交 尾 動イ作

第9岡 ヨツポシヒ ゲナガカミ 

キ リ の成が ト ドマツの樹皮を 

附 り個々の産をﾡりたろ成況

産 卵 に 依 る 被

雌は産のなめ長さS内外のﾡ傷を樹皮上にﾡ り、その分に

-10- 11 -



産卵管 を挿入 して、樹夕下-4の深さに1を産びことは、在 

に述べた通りであるが、このﾡ傷1り樹ﾡを流出し、供木の叫作 

用を惡化せしめ、樹勢を著しく我弱せしめる。成鄭•が後食のため小 

枝を嚙みそれよ り先端部を枯死せしめる 乙とと、 男のなめ樹以を 

嚙み、傷を與へ樹脂を油出せしひることは、林木の生理作用に惡影 

響を興へ、著しく 丧弱せしめ、ﾡ死を早めるか、或は第2的に小 

盛類の使ス す る 誘岡 と な り だイであ ろ(然 107I 圖)。

第11岡 ヨッ ボシ ヒゲナガ 

カミ キ リ の産り協 

上 り樹朋の多に湖出

せるトドーマ ツ樹

16.9.25 ﾡ

第10瞬 コツデシヒゲナガカミ 
キリ成数の トドマッ狰上に て 

交尾、産卵中のもの。
(産卵®似衣よ り河出せろ

2) 幼ﾡの活リ状況と その被

成数に依 り 樹皮下 3-4 ﾡの深 さ (に産下 された卵の要琳 化 日数は ・ 

日光の商射聞ち樹皮下の温度に開係あるら しいが未だ明歌でない。

(") 幼 超 の 穿孔

毎化せる部1 略効当の大さは 5.5-100 託である。甲化後は 20相 

内 外 に版長 するまでは、大部分の も の は逸村部 と 樹皮 と の接解部にに

活し、不規則な 植平孔 を穿つ。90お内外に成長すると、心材部 

に向つて稀Nなる孔(ス口の孔征11*5耗) と穿ちて立入する 
(第 12関)。

ﾡル下ム り心材部に向つて基入する孔導の長さは、ﾡの側協毎に 

ﾡがあり一定せざるも、普75-120祀位のものである。乙 の距離 

に達す ると幼はだ布又は上下にﾡ折 して、再び外皮の方向に邊材

第12岡 ロツォシヒゲナガカミキリの幼より成銀に 

るﾡの ﾡ皮 下及び材中に於け る ﾡ孔状態

(十勝三ﾡ段有林カエヅマツﾡ査木よ り)

(共 一)

_13-



第13ﾡ ョツボシヒゲナガカミキリ の幼よ り 
成ﾡに至るﾡの樹度下及び材中に於けるら子孔態 

(十勝三肢國有林 カエゾマツ調査木より) 

(共 二)

部を公食し、 樹皮下より20 40札附近に通するとﾡ(普長さ 

40死、最大部の孔径18<12) をﾡる。岫室の入口 には多数の繊 

ﾡの用 を諾めて楽ぎ、小でﾡ化す る。師の頭部は必ずの端 を 

向てゐて、 羽化するとそれよ りに向つて、 Ia飛孔(孔 10* 

10札内外) を穿ちて幹の外部に倒出する。幼当孔の力は、仙ﾡか 

に巣あ り て一定せざる も、旧示せる ものは最も普近の型である 

(締12-1卵)。

第14回 、樹皮下に於ける幼視の 
ﾡバ況 (剝皮視察せる 

トドマツ被害木)

() 幼撷の公金に依る被害

幼費が射化後 20 相位に成長す る はでは、 大部分ﾡ皮 と 遺材部の 

接ﾡ部C、不規則な植平孔を穿ちて生活するので、 靱皮部を食し樹 

木の生理作川に惡影響を與へる ものであって、多數の幼蟲が寄生せ 

る場合は、樹勢を著しく衰弱せしめ、ﾡvては節2次的に小盛数風

生の誘因とな り枯死を招來する (第I-15関)。

又 20 粒以上に成長せる幼獄は、 多 く の場合邊材部よ り心材部に 

向って孔を穿ちてね';入する関係上、多数の幼施寄生せると2は、材 

部に多数の孔導を通ずる を以て、材の工藝的利用價値を著し く払ず 

る。 - V

-1イ-
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第15図 ヨッ ボシ ヒゲナガカミ 

キリ及ヤッバキクヒム シの被害木 

(ア カエ ゾマ ツ) ・

・)生・活 環

本ﾡは環拠 よ 2場所で飼育すると、滿1•年で一世代を終る と云ふ 

も、本道の天然林に於ては、大部分湖2ヶ4で一世代を完了するも 

のと 思ふ。 域選しき場所にかては、湖う ヶ年以上を要する もの も 

あるら しい。以上のM 實は s -9月 の成巻發生期に樹皮下及び材部 

に5-40札の幼典が雑然と して漫楼してゐるﾡよ う 見て もずし得 

る (wi周)。この場合20祀以上のものは、前4射化せる幼ﾡであつ 

て、今年はﾡ化せず共地4し、明4 30-10相に厳長して崎化し、 

次いで羽化する ものと定される。

V.被害に關する調査

今回 エゾッ、アカ エゾ マツ、 トドマッ を主林木 と す る 本道の天 

然林に本経が火後生し、共被需激技を極め、夏山造材の中止が提唱 

されな十ﾡ岡地方の賞沈を調在せるにの如くである。

第16岡 ヨツシヒゲナガカミキリ 幼以

(昭利 I6年9月 23 日探集幼ﾡの個大小比較) 

a,b 常年野化幼鎖・ ©,1前年野化幼出, c 老熟幼数

ト勝園河東郡士幌村字三肢阚有林音更事米鼠 139, 1W, 141 林班

ﾡ管は様下願 よ り三 

股驟に至る鐵道沿線 

(M和11246-12月伐 

開)及び三股聯隣接の 

土場(昭和1347月

14410月伐探)ﾡﾡの 

天然林に於て最も大で 

あつて、之れx り昭和 

14-164度の役ﾡにで

1) 被調在価所

第17回 ロツボシヒゲナブガカミ ヤ リ 被害の 
大瀆生せる十勝三股貯木場附近の林相 

I6. 9. 25 撮影

—16 — 一-17-



るに随、被ﾡ減の(傾が認め られな (第17-1S出)。・

第18回 ヨツボシヒゲナガカミキリの被害

發生せ る 十勝三股木場 ( 側林鉄)

16. 8. 28 撮影

2) 彼林の地、林の概

彼林は番川上沈の地域にして、東西及び北側の三はウベベ 

サンケI川、 ホロカ川、沼の原山、三岡山、ビリベッ、西クマネシ 

ッ等にM機されな 大を地であ る。針濶混淆の天然林に して針t葉 

樹 95%, 浦葉樹 5% 内外であ る。主要樹価は針葉樹では エ ゾー ッ、 

アカエゾマツ、ト ドマッ、ﾡ葉樹ではナラ、 セン、ヤチ グモ、シコ 

u、シナ、ドv、カシ、、イクY等である。上木の樹齢は 70-300 4 

生にして、樹高 15-35米、この株積は 1 断然しそ 1000-1700石iを 

算する。未伐採地は密林にして、ﾡ下のﾡはﾡく、前記針葉樹の稚 

樹物生し、天然更新良好なる林分が多い。

3) 彼省の後 と ﾡ橋のガ法

ル戦は 7--10月 にi り •て不規則に出現し、 盛期は 7-8月 頃で、

話命は2 3地期であるが、外界に飛翔後生殖器完成に至る まで、 

後食のなめ針葉樹の小桜の皮部をﾡ企する 2 と はﾡに述べな通 で 

ある。夫我生の際は、之がなめ上木にありては、直に枯死する 乙 と 

無き も、著しくﾡ勢を資明せしめる。稚樹が 乙の被害を被る と、ﾡ 

する ものがﾡくない。 この被は豊ﾡ生の量盤期なる 7-8月 

が』も多い。蘭してエゾッ、ゲカエゾーッ、トドマッ節の皮部が 

略企さハれると、 それょ りの葉は4の秋に不りてﾡ継し、翌4ル 

至器6年まで殘存する。随って トドマツが被害を被つた場合は、仔 

細に注意しないと、共翌春とならなければ、成ﾡの後企に償る被 

があるや否やは制然しない。 M和1647月に三N有#で トドマ 

ッの葉がﾡ變してゐたものは、M和154以前に於ける被ﾡである。

成蟲は生殒器が完成すると 口常め よ 3樹に集め、他金木の樹皮 

とﾡり長さ8祀、深さ 2 耗位の嚙傷を與へ、それょ り産列ﾡを加入 

して、1卵宛樹皮下に 添下す る。大彼生の場合は 日常 め よ 9幹部は 

無般の噴傷痕 を 留め、乙れ よう 樹液 を 漏出 す る。Griam"9共他 多敷 

の4者に依つてM切されてゐるが如く、樹脂は害蟲の防笑作用 をな 

す ものであるから、成類のﾡよ り 樹脂が多呆にお出する とさ は、 

大4よ り棚ﾡ内のﾡﾡが映乏するなめ、書難に勢する抵抗が期くな 

る。他全木と難も、地年この飛のﾡを被るときは、3-5年後には幼 

数の生が容易となり、樹皮下を幼麺が縱橫に立食するため、靱皮 

部が伐され、に効判の被のみにても林す るにでら しびる結果 

となる。

而 して 成撮 は 日常 りよa 樹仲部に 好んで産卵 する ため、成程に 依 

る被審木は陽光の投射良好なる林緣、若くは疎開地に近づく程多い 

評である。即ち東南及び西に開放された林經や、伐採乂は風倒に依 

り遢閉の破垓せる 箇所、例ば貯木場ル救、鉄道線路の伐開、招代及 

び風倒跡地等の林分は、木典の量も好んで災ると ころである。

--18- 19 -



4) 成党の後1に依る徹の件播

三般凶行#139 林班、三股驛構内に結 く 貯木場は、南北 976 米、 

東西 100米にして長方形をなし、 西側ル報にIl 1 米內外の米馬道 

あり、界よ り拠地の交路となつてゐる。

(イ ) 成当の後に依る生立木の被

貯木場の、西所側刷殺の林分 (締 19, 20, 21 園 に 於て、トドマツ 

生立木各 1本宛選定し、之が成ﾡに依る小ﾡル部の特企状を割在 

・ せるに術1 2炎の如くである。

H試験木の小枝皮部の噛催状況 を、 M和 16 4と そ 以前 と 比載 

せるに、No.1は547:2119(2126:7996),No.2は716:2216(2596: 

75%)であつて、照和 16 年度の被安は前年被害の 3 分の 1 利であ 

3。と 乙ろで貯木場の設:置のため、天然#を伐ﾡしなのは、昭和14 

410月であると云ムので、前年ﾡ企の大部分はM和1547 -9月 

c行はれ。もの と 見て差支へないと 思ふ。 
・

第20岡 ロツボシヒゲナガカミ 
キリの被武生せる十勝三股 

木場地 (西側林ﾡ) 

16. 9. 25 撮影

第21回 試験木第 2 探地の京境
(十勝三段貯木場西側林株)

16.9. 25 搬影

第19ﾡ a・ツボシヒ ゲ・ ガ ブミキリの 

被害發生せろ十勝三股野木場 

<東側林ﾡ)

16. 9.25 撮

— 20 - - 21 -



第1 ヨッボシヒグナガカミキリの 

小枝皮部物企状況

樹 関 全 
炎

m

目ﾡ 

直径 
Cm

現存第1衣生校 概食振數

香費
地上高 

m
ﾡ

111
前年 1 よ年|

i ト ド 120+x 21 34 1 7.50 1.54 14 6 20
マ ツ 2 7.50 1.80 53 8 61

3 9.05 1.22 13 5 18
4 9.37 1.10 13 3 16

5 10.27 . 3.10 74 4 78
6 1.11 12 2 1
7 11.61 3.90 89 12 101
8 11.75 4.00 34 8 42
9 12.17 4.00 42 34 76

- 10 12.52 1.94 52. 4 56

11 12.52 0.80 5 2 7
12 12.52 4.63 79 21 .100
13 12.97 3.74 43 9 52
14 12.97 3.00 122 27 149

、1 15 13.45 2.51 52 4 56
16 13.45 3.58 35 2 37
17 13.45 3.30 84 28 112
18 13.88 1 80 47 is 65
19 14.38 3.00 46 G 52
20 14.68 4.00 56 70
21 14.73 1.90 12 13
22 14.72 3.40 73 13 86
23 15.00 3.20 81 17 93
24 15.00 3.50 54 14 68
25 15.00 2.90 40 16 56
26 15.30 3.20 57 23 80
27 15.70 3.30 36 14 50
28 15.70 3.10 92 5 57
29 15.80 2.90 35 9 44

30 16.30 2.70 20 II 31
31 16.30 3.30 37 16 53

・ 32 16.30 3.00
1

28 12 40

第 1 我 (試

□g番
査
木跳

目通 i 現存第!交生校 嘲 食痕數

t m
i径 
CI

番I 地上5 共
前年 本年 計

33 16.30 5.80 42 8 50
34 16.65 2.60 4S 14 62
35 16.65 2.70 35 16 51

36 16.65 2.20 19 2 21

37 17.00 2.70 67 15 82

38 17.00 2.45 23 11 34

39 17.00 3.00 41 17 58
* 40 17.00 2.30 29 5 34

41 17.22 2.80 62 8 70
42 17.32 2.73 22 3 25 ・

t . \
43 j 17.37 2.70 6 7 13

44 17.47 1.0' 10 3 13
45 18.52 2.25 11 0 II
46 1862 2.05 30 14 44

47 18.62 1.93 17 -3 20

48 18.62 3.20 16 3 19

49 18.72 2.90 38 7 45
50 19.00 2.00 19 6 25
51 19.00 1.50 2 4 6

52 19.20 1.58 18 3 21
53 19.20 2.65 10 11 21

• 54 19.45 1.80 11 1 12
55 19.45 2.30 I7 8 25
56 19-45 2.30 18 3 21
57 19.55 1.20～ 18 7 25

2119 547 2666

・

l. トドマジ生立木。

2. 地上 2 m附近ま でﾡ心部 カイメンダケに住されてゐるため伐根年師120年 

よ り以上 10年位ある見込なろも測定不能,

3. 嘲食痕數は概食面橫に大小ある も1ﾡ!件と して計算せり。

校のﾡ生状況は着生せる枝全部の長さを測定すべき ものなれ ども調査を簡略 

にするため第 1 次分枝長のみを測定 し共傾向を見た り。

5 . 小核の企ﾡﾡは着空せる校ﾡ全部につき調査せ り。

6 昭和116年9月23日調

--22- 23 
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第 2 表 ョッボシヒゲナガカミキッの 

小枝皮部嚙食状況

目通 

径

試番!樹 樹 1 金長

築既； ・
陥 nr

2 ト.ド
マ ツ

120 20.64 21

現存第1大生校 附 食 ﾡ 數

5「長

16.99 2.00 34 3
17.24 0.50 5 4
17.30 1.10 29 6
17.30 O.45» 7
17.イ1 0.20 13 0

24 --

第 2 求(ﾡき)

試番
全長 目通 現存第1次生枝

| S 
枳 it征 I 地上商

・ m !
1 木年

1

42
43
44
45

17.53
17.68
17.08
18.37
13.37

0.55
0.33
0.30
1.15
0.70

6
7
9

14
I4

0
0
7
0

7
7 •
9

21
14

7
13.37
18.60
18.61
19.21
19.21

0.20
0.25
0.20
0.29
0.20

4
9
2
3
1

0
2 
0
0
1

4
11
2
3
2

51
52
53

55

19.41
19.71
19.91
19.92
19.95

1.15
0.90
0.50
0.65
0.60

9 
2
0 
1
0

1!
3

1
7
3

・

gベ
57
58
59 
石

20.00
20.05
20.10
20.10
20.18

0.65
0.40
0.50
0.40
0.55

3
0
3

2
2
0 
0
1

61
62
63
64 
G5

20.18
20.18
20.20
20.29
20.29

0.20
0.32
0.17
0.32
0.35

•

0
0
0
0
0

I 
1
1 
0 
0

1 
1
1 
0 
0

66
67
68

20.36
20.43
20.47

0.24
0.19
0.10

0
0
0

一 1
0
0

2216 716 2932

37
9 

35 
II 
13

備i 考

I. ト ドツ生立木。

2.I和116年9月23日調査

3. 共他はﾡ1の本桐3-5に同じ。
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第22[u ヨンボシヒケナガガミボソの 
彼告木地上高別枝ﾡ着生泉況 と 

小校皮部のﾡﾡﾡ調

<十勝國三股國布林ﾡ更染区 

(I和16年9月 23 日調査)

小
枝
皮
部
の
嚙
食
痕
敷

め1 2*ょ 5供が木の樹高別小枝の益生状と成選の"企ﾡ 

との開係を求めなるに第22回の如くである。 叩ち 2*Wきに共K 

間に着生せる第 1 次分枝長の和を求め、その問の嘀食 M の總數を計 

Wしなものである。その結果成議の小枝皮部の嚙食は、No.1では - 

1o 20米、No.2では4 1s米の範回に派も多く、間に於けるﾡ 

1 次分枝長和の曲線高低と略 ・致してゐる。換言すれば小枝皮部の • 

ﾡ金被は7; さ に開係な く、独ろ枝催着の 多寡と 正比例 してゐる 

ことが判る。

(") 岐数の後企に依る稚ﾡの被ﾡ

試験水No.2を含めて、貯木場周綠 よ い#内に向ひ、I10米、奥 

行 泓) 米のﾡ花地 そとり、 樹群及び林床植相群と 稚樹被害との關係 

を調在 しなるに、附圖第 1 の如くである。同標準地 を『-V1K (il 

5米、長さ 10米術)に分割し々の被ﾡ傾向を算出せるにめ3表の 

如く である。確樹の多載彼生してるるのは1(136木)、II(66本)、 

V(30 本)、VI(os 木) であるが、之が本數被害率は 16s%,II 80%, -

VI1%, VI6%である。 又それ等のﾡに於けるM和15年対16年 

の稚樹部のﾡ企式数は I.471 : 206,II.449 :104,V.4 : 3,VI. 9: 6 

であって、ガヲ 口分忙接:する I,IIはそれよ り 20 -30米離れた林内の 

V,VI に 比し著し く被が大してるる 2 と は極めて注 目を要す

火に、I昭和1154封164の稚樹及部州企ﾡ数止を各ﾡに求めた 

るに、 I.62:38, 11.81:19, III.100:0, IV.100:0, V.57:43, 

VI. 60:10 にして、全極の細平均は 70 :0を示し、確樹のﾡ企被 

はM和154度は 164度の 2-3 倍に相當し、試驗木 No.1-2 の小

皮部のﾡ食が、15年度は 16 4度の 3 倍な め しr賞tと 略一致して 

ゐる。

- 26 - ー・27-
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第3ﾡ ヨッ ボシ ヒ グナガカミ キソ の小枝皮 

ﾡに依る稚樹被調在 
十勝図三股図行林内B型地

(H和 I6年9月23日調)

・ ・ 

ビ
樹 a

西 商 別 被 杏 二.. 食 直致 比 神

木 致
,本数

本致中 前 年 1 本 年 野 前u 年 本 年

トドマッ 133 |9o a7 422 286 708 60
1

40

I アカエゾマ ッ 3 3 100 52 10 62 84 ・ 16

計 136 93 68 74 296 770 62 33

ト ド・ツ 63 55 78 393 103 496 79 21

II アカエゾマツ 3 2 66 56 1 57 93 2

計
一 .

66 57 86 449 104 553 81 19

トドマツ 3 3 100 7 0
;

100 0

III アカエゾマツ 0 0 0 0 0 0 0 0

3 3 100 7 0 7 100 °

トドマッ 7 1 14 2 0 2 100 0

IV アカエゾマツ 0 0 0 0 0 0 0 0

計 7 1 14 2 0 2 100 0

• トドマツ 35 9 2 5 5 40 60

• v カエゾマッ 1 1 100 2 0 2 100 0

36 4 11 4 3 7
■

43

1- ドマッ 93 5 5 9 4 13 69 31

VI アカエゾ マッ 5 I 20 0 2 2 0 100
計 93- 6

1
6 9 6 15導 60 40

合 計 346 164 7, 945 409 1354 70 30

) 産ﾡのなめの樹作のﾡ低及び幼類と被のN播

(イ) ♦卵の爲めの嘴傷「依る被害

成龍は產卵のため、生立木の幹部樹皮 を嚙み、長さ8相、 ボさ

2-3札の"を逃り、之よ り樹脂を漏出せしめ、林木の生理作用に 

悪影型 と興ふ ること は既に述べた通 りである。岐判の枝ﾡﾡ企に依 

る被間に供しな No.1 及び No. 2につき、 東西北に於て各々 

M10梅、長さ50梅ﾡの際神Mにつき、樹高別に、産卵の公めの樹 

皮啮食痕数 (以 ドz。 と と を産卿ﾡ間獄なる訓を催川する) をN 

しなるに、第4 Q 表の如く である。

1 樹體の各標準協内の合計嚙傷痕城は、No.1 では事 2U3, 西 1089, -

南480, 北19, 計1061. No.2では東329, 西67, 商287, 北10, 

計786 をﾡしな。則ち No.1では西及南側に多く No.2では及 

仙に多い。實地に於ける、之等試驗木の環境を見るに、No.1は 

木島の東側周緣にあ り、No.2 は西側の刷縦にあ め、前者は 西及南 

側、後者は東及び南側が1日中で最も多く親光が投射する。之を要 

するに、本ﾡの産列は北西以外は方位に開係な く 陽光投射#:の多以 

に正比例して行はれる。

大に No.1及び No. 2にがけ る、1 樹崎内の總産卵嚙食痕數を算 

出せるに、 No.1では1641,015, 1544,519, 合計5,527. No.2 

では164:282, 1541,021, 合計1,303となる。 この結果より見る 

と、M和154はM和164の3-1倍の確別が行はれ、ﾡ体企の 

Aと略一致してゐる。火地 Li別、流卵仰式数を間在せるに第23 

の如くであつて、 本数の産列は地上:0.5-20米附が も多きそ

とを示した。乙の事實に依り、1樹的內に於ける産卵の多寡は、地 

上1 米附近に標準Mをとつてれば、 大ﾡの傾iを判定し得ること 

が解つな。
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グ4 ヨツボシヒグナ ガ カ ミキソの

ハ

ヽ 

.,

・ 
・

・

弱 ﾡ K 東 西

地上高 元ロi径 年
木年|計 前年| 年

前年「*年 計

m
0 0.5

1.0
I.5
2.0
2.5

3.0
3.5
4.0
4.5 、
5.0

5.5
-- 6.0

6.5 
7-0
7.5

80
, 8.5

9.0
9.5

10.0

10.5
11.0
11.5
12.0
12.5

13.0
13.5
14.0
14.5
15.0

15.5
16.0
16.5
17.0
I7.5

18.0

:

:

•

2
:

2 
i

:
2

cm
0

w

7
7
7
7
5

5
4
3
3

!
0

29
28
27

6
26
26
26
6

0
18
8
7 

16.

5

7
8

14
10

8

6
7

10
17 

1

6
6
3
0
3

5
3
3

1
3

4
2
3
3
4

15

2
6 
8
4
9

4

1 
0 
3
i

0 
0
0 
0
2

0 
0
0 
0
1

0 
0
0 
0 
I

・
()

0 
0
1
0 
0

0 
0
0 
0
0

0

8
8

17
10

9

6
7

10
17

3

i

2

2
6
8
4 
9

4

5 1

54 
ヵ

羽
・プ I

50
12
14
28
16

2I
9

17
19
18

7
5

16
6
6

5

32 
7 
6
3
2

23
5 
2
1 
1

0 
4

13
3 
2

1 
0

' 0
3 
3

4
3 
1
0 
0

0 
0
2 
0
1

0

67
60
78
67
70

59
53
38
33
43

53
23
39
33
50

22
9

・17
22
21

11
8

17
6
6

4
3

II
6

10

5

521

6
14

19
12
11
15
21

18
10
i4
7
7

・ 4
5
7
5

10

3
16

そ
13

5

ら

9

14
7
8

3
3

2
3

、女:

2
1 
〇

8

1
1

」2

0 
0
0 
0
0

0
2
1
1
0

0
0
0 
0
0

0

22
15
12
17
24

20
10
16
8
7

II
4
5
7
5

4
5
7
5

10

3
18
5

14
5

4
2
2
4
6

5

192 11 203 844 239 1083 421 68 489

-30-

i 男 げ ; 述 敷 制 作 (No.I試験木)

北 •合 計 3 數 •
前年 1 木年

1 前 年 ド 年 ,計 前g 年 年 合叶計 一 •/

2 10 118 137 431 500
1 6 107 41 14S 353 135 4SS

15 3 18 115 44 159 370 142 512
1 8 71 27 223 308

13 0 13 76 38 114 ・ 233 116 349

13 1 14 65 36 10 1 199 no 309
II ・ 3 14 73 13 221 30 260
8 ) 8 61 7 ・ 6 182 2 1 203
6 6 68 5 203 > 218
4 ) 4 67 7 197 1 21 218

4 1 5 26 84 I6S 7。 5 214
II 3 14 8 53 131 23 154 s
2 1 3 5 6 1 163 1 178
1 1 2 3 43 113 121
3 ) 3 2 64 170 175

6 ) 69 3 187 195
5 6 24 ・ 5 63 76 ・

( ) 4 25 1t 65 101
! ( ) 1 36 4 90 , 1 100
4 ( ) 26 5 63 75

1 < 30 72
2, 18 42 ” $
2 ( ) 29 65
2 ( ) 29 63 5 •
! 33 69 3

5 ( ) 33 41
? ) 82 10 92
3 C ) 51 5 57
4 ( ) 51 2 53
3 ( ) 29 ) 29 、.、'.

1 ( 1 1 11 0 16 ) 16
0 C 1 0 11 0 16 0 16
2 C ) 2 21 2 29 3 32
2 C 1 2 I6 0 20 0 20

. *J* * 4ゝ・ 1 C 1 1 25 1 30 1 31

3 C 3 17 0 17 19 19 \ g

167 22 189 1624 3-0 1964 4512 1015 5527

—31 - 一 で



第 5 表 ヨツボシヒグナガカミキリの

標型K 東 西

地 上 高 元口直径 前t年 よ年 計 前年 汁 前年 木年 1 計

0—0.5 26 14 5 19 2 2 4 23 II 34
1.0 26 17 6 23 4 2 6 25 5 30
1.5 25 16 20 2 1 3 8 3 II
2.0 25 15 16 3 o 3 3 5 8
2.5 25 9 4 13 1 1 2 5 3 8
3.0 24 10 1 11 0 0 5 3 8
3.5 2i 9 1 10 1 0 1 7 * 4 II
4.0 24 7 2 9 '1 0 1 8 0 8
4.5 23 16 0 16 0 1 7 0 7

" 5.0 23 II 2 13 2 ・ 0 2 7 1 8
55 22 II 0 11 3 1 4 3 0 3
6.0 | 22 6 0 6 0 0 0 3 1 4
6.5 22 7 0 7 2 0 2 3 2 5
7.0 I 21 7 1 8 0 1 1 4 1 5
7.5 21 8 2 10 3 0 3 II 4 15
8.0 21 7 1 8 1 1 2 2 7 9
8.5 21 6 3 9 3 0 3 3 2 5
9.0 21 8 2 10 0 2 2 7 4 11
95 20 7 2 9 2 0 2 12 2 14

10.0 ! 19 6 3 9 0 3 3_ 4 0 4
10.5 19 4 8 0 1 1 9 1 10
11.0 18 10 0 10 1 0 1 5 2 7
11.5 18 7 2 9 0 0 0 8 3 II
12.0 16 7 4 I! 3 0 3 6 3 9
12.5 16 13 o 13 2 0 2 3 2 5
13.0 15 13 1 14 0 0 0 7 2 9
13.5 I5 13 2 15 7 1 8 8 0 8
M.0 14 6 3 9 4 0 4 II 0 11
14.5 13 • 3 0 3 2 1 3 9 0 、9

肝 273 56 329 50 17 67 216 71 287

産 男 附 ;述数調イ ((No. 2 試総木)

北 合 計 呉 3 ﾡ 數

m 年 計 お 年
計

前年 本 年 合 t

3 3 IS 60 86 37 123
7 0 7 53 13 66 106 26 132
3 4 * 2 9 3S 57. 18 75
4 1 5 25 7 32 4 14 63

5 0 5 20 8 28 38 15 53
7 0 7 22 q 26 41 8 49

8 2 25 7 32 ' • 7 13 60
2 3 5 is 5 23 33 9 42
1 3 4 25 3 28 45 5 50
3 0 3 23 3 26 41 5 16
1 4 ら 18 5 23 31 9 40
0 1 9 2 11 16 3 19
2 0 2 I4 2 16 24 3 27
5 0 5 16 3 19 26 5 31

1 2 23 7 30 38 12 50
3 0 3 13 9 22 21 15 36
1 0 1 13 5 IS 21 8 29

I 3 4 16 11 27 26 18 44

5 0 5 26 4 30 40 6 46

2 0 2 12 6 18 18 9 27
I 0 ・1 14 6 20 20 9 29
3 0 3 19 2 21 27 3 30

3 0 3 IS 5 23 24 7 31
才 0 4 20 7 27 25 9 34

0 0 0 18 2 20 22 2 24
| 0 1 21 3 24 25 29

2 1 3 30 4 31 34 5 39
3 0 3 21 3 27 25 3 28
1 1 2 '5 2 17 ・ 15 2 17

82 21 103 621 165 786 1021 282 1303
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ボ6 表 ヨ ッボシ ヒ ゲナガカ ミ キり被劇ﾡ準地内 

上木針葉樹に對す る ﾡﾡﾡ側
(ﾡ10柄、地上I米)

こg

配

例 ・ 別 ﾡ 卯 単

本數 ﾡ戦」本致率 前 年 1 本 年 計t i加年1 本年

トドマツ 3 : 2 66% 127 19 146 87 13

I
エ ゾ ツ 0 ■ 0 0 0 0 0 0 0
アカエゾマツ 0 0 , 0 0 0 0 0 0

3 2 66 127 19 146 ・ 87 13

トドマツ 100 40 6 46 87 13

II
エゾマツ 0- 0 0 0 0 0 0 0
アカエゾマツ 0 0 0 0 0 0 0 0

时 3 3 100 10 6 46 87 13

トドマツ 1 100 6 0 6 100 0

III エゾマツ 1 0 0 0 0 0 0 0111
ア カエ ゾマ ッ 0 0 0 0 0 0 0 0

計 2 I '50 6 0 6 100 0

トドマッ 2 1 50 0 1 1 0 100

IV
エゾマツ 0 0 0 0 0 0 0 0
アカエゾマツ 0 0 0 0 0 0 0 0

計 2 1 50 0 1 1 0 100

トドマツ 1 0 0 0 0 0 0 0

V
エゾィッ 

ア カエゾマツ

2
1

0
1

0
100

0
2

0 
0

0
2

0
100

0
0

4 I 25 2 0 2 103 0

ト ドマツ 3 1 33 0 1 1 0 100

VI
エゾマッ 

アカエゾマツ

0 
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

計 3 1 33 0 1 0 100

合 計 17 9 53 175 27 202 87 13

更に前爪 (ロ)に於て論述せる、朴味ﾡ相確調様準地に於て、

木針業樹の仲部に於け る /卵嚙個痕政 を 調査せ る にﾡ 6 表の如く 

である。ネ木ﾡ17本の中で9本、Jち う3%は流卵を受けな。産卵

低徴は 1.116.1l.1,III.G.IV.1.V. 2.VI.1 であって貯木 

場縦にも会 I,IIKに産ﾡがも多く行はれてゐる。様事地 

内の 164到15 4の流別(載比地は 13 : s7 であって、154は16 

4の ィ-5 許の卵が行はれ桜催の企傾向と略一致してるる。

ル例 8......5......3 知士 試議

第 23 圖 ゴツボシヒ ゲナガカミ ヤ リ 資卵ﾡ敷釈 

(ﾡﾡ数調査位iiﾡ(I 0 cm*50)*4 2000 □ cm)

34 35 --



(ロ) 幼当の数食に依 る 彼と 産卵低数 と のり係

ﾡ職木 No.1, No. 2に旅けるﾡ準磁内に於て流列似ﾡ数劇の 

際、樹高別、方位別に之が樹皮 Fにﾡ心しつ、ある効数を調せる 

に、術7 8表の通りである (第21)。

第24国 試験木ダ I 動の災肢に依る流J と 
分のﾡ育状況調査

16. 9. 23 撮影

No.1の標準W内の幼数敷は、東3S, 西52,南市68, 北09であって 

その中現中のものは11,西20,商10,北1であつな。No.2のポ 

消ﾡ内の幼数数は1157, 西51,商118, 北84であって、 乙の中型 

中の ものは0, 西 1,710, 北2 であつな。mし て No. 1 はけ木 

場側 No.2は西側期殺にあ り、前者は南及西よ り撤も陽光投射量 

が多く、後者は東及商市側よ り陽光の投射量が多い。何れにしても I 

日中で陽光が よ くり、ﾡ内の温度の高くなるのは、商側及びW 

仙であつ て、2 の部に 幼数が水 も よ く 發育する こ と は、首けし 得 る 

と ころである。

1 樹ﾡ内の幼ﾡ術生数は、No.1 では028, 乙の生 130, 死498 

であつなが、 No.2では725, この小4生=:30,死680であつな。 Jち 

孵化坊處の中の 809% 以上が照死して居 り、 を の數の意外に多いの 

には加 く ・ このTtに依つて木当は立木の樹仲に派烈に流卵する 

も、寄生を受けし ・ 24間は求だ閉ﾡ最広なため、幼蟲が之に卷 

込まれ充分成長を遂げ得ず、績を歴死する のである ことがﾡめ ら 

れな (第ンガむ0

第25圏 ヨツボシヒ ゲナ ガカミ ヤリ の呼化幼当が 

育の中途に於て 謝朋にﾡ込 まれて 第死 L 
樹以下の価かな我述を示せるもの

16. 9. 25 撮影

にﾡ死幼敷は前年射化に 多か、本4解化に 多いか調査せる 

に、No.1では前4解化の生49, 死496, 木年解化の481, 死0, No. 

2 では前年卵?化の生 ：地 死086, 本年解化の生36, 死0であって、 

死はﾡ木前4解化幼数のみに坐生じてゐる。本4解化幼数は無化常 

、初のものであつなので、そのﾡ死ﾡがﾡいものとﾡ人。

以上に依つて幼般の死は、孵化後 1 ヶ年間に多數生ずる ものであ. 

り、流列略(激の劇合に幼当のﾡのﾡい3Tが側明した。随 

つて本ﾡの幼数に依る被ﾡは4々徐々に巡行し、湖大樹勢を羽せ - 

しびる もので、急激に來 る ものでない 乙 とが首 行 される。

乂前項で述べた ﾡ4-5 表 と 第 7 另 表 とにつき 前4度産列(述 

數對幼録數 を 比較す ると合 は現存幼版敷が餘 ら に もﾡないこと が側 

る。 .

-36- -- 37 -



第7 ヨッボシヒゲナ ガ カ ミ 

(各標準關の大さ

* リ 幼 生 存 状況 調 (試動木 No.1) 

価10何、長さ50)

r* *

• ・ /

西 7
___  ,

地上| 

商

元口

直g

前 年 年 前 年 本 年 i 年 木

生
「E 「

死 生 生1死

ヽ 0 0.5 50 0 0 0 0 0 0 0 1 0
I.0 43 0 2 0 0 0 1 0 0
1.5 41 0 1 0 '0 0 1 0 0 0
2.0 41 0 0 0 0 2 4 0 2 1 0
2.5 39 0 1 0 0 5 0

・ 0 u 1 0

・ , 3.0 0 0 0 '0 3 0 0 0 0 0
3.5 0 0 0 0 2 2 0 0 0 0
4.0 0 0 0 0 0 3 0 0 1 0
4.5 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0
5.0 0 1 0 0 2 0 0 0 1 0

5.5 37 0 1 0 0 0 2 0 0 0 2 2 0
6.0 37 0 2 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0

•、二 6.5 37 0 3 0 0 0 1 1 0 0 0 0
7.0 37 0 2 0 0 0 0 1 0 0 0 0
7.5 35 C 1 0 0 0 0 0 ,0 0 0 0

」 8.0 35 0 0 0 0 0 1 0 0 0 • 3 0 0
8.5 34 0 2 0 0 0 0 0 0 0 | 3 0 0
9.0 33 0 2 0 0 0 1 0 0 0 0 0
9.5 33 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0

10.0 31 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

10.5 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0
11.0 0 2 0 0 C 1 0 0 0 0 0
11.5 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0
12.0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
12.5 0 1 0 0 0 2 0 0 0 0 0

13.0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0
13.5 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0

. 14.0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0
14.5 0 C 0 0 1 0 Q 0 1 0 0
15.0 0 0 C 0 0 1 0 G 0 0 0 0

15.5 20 0 1 C I 0 0 1 0 C ) 0 0 ■ o 0
16.0 18 0 0 C 0 0 I 0 C ) 0 0 0 0
16.5 i8 0 C 0 0 0 0 C ) 0 0 0 0
17.0 17 0 0 C ) 0 C 0 0 C ) 0 0 0 0
17.5 I6 0 2 C ) 0 a 0 0 ( ) 0 0 0
18.0 15 0 0 C ) 0 C 0 0 ( ) C 0 Q 0

請 - 0 37 1 0 7 32 13 ( ) 8 49 11 0

北 合_____ t
・

I ﾡ設内の換算越世致

年木 年 年 S 年 i年本 年 合 計

生 死 生 : 生 死 ■ 生 死 生 死 生 死 生 t

0 0
0 1
0 2
0 6
0 6

0 
0
0 
0
0

0 
I
0 
0
0

0 
0

•0 
0 
0

0 
0
0 
0
0

0 
0
0 
0 
0

0 
0
0 
0
0

0 
0
0 
0
0 
0

0 
0 
0 
0 
0

0 
0
0 
0
0

0 
0 
0
0 
0

0 
0 
0
0 
0

0 
0 
0
0 
0

0 
0 
0 
0 
0

0 
0 
0
0 
0
0

0 
5
5 
5
0

0 
0
0 
0
0

0 
0
0 
0
0

0 
0
0 
0
0

0 
0
0 
0
0

0 
0
0 
0

■ 0

0 
0
0 
0
0 
0

1
3
3

10
13

9
12
9
6
6

4
6
3
2
7

0 
3 
3 
6
1

0 
3 
4 
0 
2

2 
0
1

0

0 
0 
0 
0 
0

0 
0 
0 
0 
0

0 
0 
0 
0 
0

0 
0 
0 
0 
0
0

0 
0 
0 
0 
0

0 
0 
0 
0 
0

0 
0 
0 
0 
0

0 
0 
0 
0 
0

0 
0 
0 
0 
0

0 
0 
0 
0 
0

0 
0 
0 
0 
0
0

II 
II
21 
M

9 
15 
13
6 
8

II

10

4 
6 
3
2 
7

5 
1
I 
3 
2

3 
1

0 
17 
16 
16
0

0 
0 
0 
0 
0

0 
0
0 
0 
0

0 
0
0 
0 
0

0 
0 
0 
0 
0

0 
0
0 
0 
0

0
0 
0 
0 
0 
0

1
0 
0
0 
0
0

0 
0
0 
0
0

0 
0
0 
0
0

0 
0 
0 
0
0

0 
0 
0
0 
0

0 
0 
0 
0
0

0 
0
0 
0
0 
0

3

0 
9

12 
0
6

6 
0
3
3 
0

0
0 
0
0 
0

0 
0
0 
0
0

0
0
0 
0
0

0
0 
0
0 
0
0

4
10
10
32
40

28
37
27
18
18

26
26
26
15
14

16
13
18

19

10
14
8
4

15

10
2
2
6
4

16
13
18
8

19

10
14
8

15

10

5
1
4

セ

10
10
32
40

28 
'37

27
18
18

26
26
26
15
14

16
13
18

19

10
14
8
4

15

10

10 
10
19
3

0
9

12 
0
6

8 
ピ3
3

0
0 
0
0 
0

0
0 
0
0 
0

0
0 
0
0 
0

0 
0
0 
0 
0
0

0 
0
0 
0 
0

0 
0 
0 
0
0

0 
0 
0 
0 
0

0 
0 
0 
0 
0

0 
0 
0 
0 
0

0 
0 
0
0 
0
0

1 
4 
5
0 
2

2 
0
2 
1
3

1
1

2
3

1
0 
0
1 
1

1 
0
2
1

1
2

0 68
■1

0 15 Ie6 26 0 227 49 498 81 0 130 498

------

628
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第8炎 ヨツボシヒグゲナガカミ 

(各課証の大さ

__ K__ i 南 •

地上 元ロ _前 年 年 前 年 本 年 i 年 木

高 死 死: ヽ： 死 里 1

0.5 26 0 ・ e 1 0 1 0 0 I 2
1

0
1.0, 26 0 7 2 0 0 2 0 o o II 3 0
1.5 25 0 8 1 0 0 1 0 0 0 9 5 0
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VI・ 本道に於ける害被の現況と其原因

• 1) 殺害發見の動機と 過去及び現在

ョ ッ ボ シ ヒ ゲナ ガカミキッ が従來天然林に於て エ ゾマ ッ、プカエ 

ゾマッ、 トドマッ等に大ある 乙 と は、 森林足ﾡ4ギ"の"の間に 

知られてゐた と ころであるが、林業開係杯は之に到し大なる開心な 

かりしそと は遺徴と すると ころである。 介回の被術後処が誉林の 

第1線に活ﾡされつ、ある方々に依つて行はれ、この稲被は以I 

遺材に開係あ り と、提唱 され る に至った と と は、本道天然林の施業 

上に極め て帀要な 出來小: であった。彼務見のﾡ機は、M和164 7 

月20日 道廳林産課技手畑向揚雄氏 及びﾡM祥林署業務課長 技 手 

小松4二が十ﾡ三ﾡW行林に行術役務打合せに山ﾡの際、貯 

木場刈終のトドマッ校ﾡがﾡ色にﾡせるのに疑問をさ、之が標本 

を道Mに持ちﾡり、事門家の鑑定に依つて、はじめて本和の被た 

るととが確認されたのである。

共後一度その乙とがM和16年8月 13 日の北海クイ ヘスに「XI 

遺材をﾡび難の袋 !なる見出しを以て、石原造林課長の談話 と 

して抑岐されるや、全道各密林］通署は一齊に注目するに及んで、之 

が被には大小あるも会道的に彼生しつ、あることが報ぜられる 

至つな。

著者は十勝番更業Kの外例岡加斜路3F業ﾡ、北見斜事業ﾡ、 

過戶事業順 (第2岡) 等 を視察 したが、之等の中でﾡ万F業Wの被 

は十勝に次 ぐものであつな。野付小営林M撃員に依れば、温根湯3F 

業画に も 可成 り の被害があ ると云人。mして 之等の被は何れ も 天 

然林内に新設せる貯木場ル縦に量る被が大であ る。勿論擇伐跡地 

或は皆伐跡地の周緣に も破かがあ る が、何れの場合でも 川土場や』:

木場周緣に比して制い。

而して本掛•の被害は、M和16 

突發的に發生した ものではない。 

三股 國 有林 では M和1う4の 方が16 

年の 3情位のル数が袋して加 

した のである。 このことは地元 

民の i 成及 び新#の 被劇在の 

結果に依って も明かである。と と

ろがこの和被は農作物の様に共 

常年に 共破’害: が急速に 現れ ないの 

で、現地の人々はM和154度は大 

した氣に もとめずに地しなのであ 

る。iiして本道に於けるコッボシ 

ヒ ゲナ ガカ ミ * ッ の大被の記ﾡ

第26回 ョツボシヒゲナガ 

カミ や リ の被告ﾡ生せる 

中戸貯木場附近の林相

I6. 9.16 撮影

は今日ﾡ無な り とは云へ、乙の種被審が天然林に相當ある ことは、 

本林見費4者間に知られてるな。只一般の人が氣がつかぬ程度の被

が繰返されて、今介日及んでゐなまでのことである。

, 2)火發生の主なる原因 ,

(4) 樹齢 と の 關係 、

十勝三ル岡有林は被林の地況、林況の項に於て述べた るが如く 

エゾマッ、ブカェゾマッ、 トドマツ等を主とする天然林にして、林 

商70-300 4の も の最 も多く、特に被害激甚附近は供試木 No.1 及 

び No. 2 の如 く、トドマ ッ 1 20 4生利の も の量 も 普に して、- 

ゾ ツ、ブカエゾマッは 200 4以上に してのる。

何れも伐期汇達した老齢林分が多いので、此林成程の濯卵に極め 

てW合よ 9状態にある。若し之が壯齢林である と 假定すれば其卵が
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樹脂に卷込まれて死滅する もの多さを以て、の処く 大役する と 

とは殆どあ り得ないと思ふ。

(ロ) 須象上のり係

M和11 410月3 H木道にﾡ風があつなが、場災行の森件須象 

略報忙依れぱ、同地方は726耗の低我歴に製はれ、行更事衆區のみ 

にC約75歯石の風倒木が生じな。風倒は9, 98,147林班に於ては、 

集密的に熒生したが、他の林班では随所に;鮎々或は小で狀に發生し 

なのである。ﾡつて崎所に依つては、著しく4開しなと ころもある 

が, 又僅かにﾡﾡが破れた利度にﾡぎなかつなところもある。何れ 

wし て も風倒に依つ て、同本業施全體の天然林の 講問が非常に提岡 

されたのである。

商iして常時織はﾡ不界女でしか通ぜず、輸送の便 •惡しく、之が 

伐探搬出は公逃に行はれず、2-3 4間僅放i されのである。そ 

れがためカミ キリム シ及び*ク ヒ ム シが、 乙の風倒木を温と して 

予閉の破れたと 乙ろに徐々に増宛iした ものとﾡはれる。M和13-14 

4頃ix り風倒木は潮次整則され、 I和1144度x うは宮行斫伐が開 

始されなが、I和15年度よ りは陥伐をも行はる、につな。

と ころが生態のに於て逃べなるが如く、岐ﾡは叫光の投射負処 

なると 2ろの樹仲に産列す る 1性があ り、臭史及び視異に依っ て、 

新伐採地を求めてIH現する留性があるので、風倒發生以來、除々に 

増加 して ゐた該撷は、 内の随所よ り新似探面iを求めてﾡ合し、4 

回の如き大被常を興へつ、ある ものと思ふ。

(→、) 夏山造材 との關係

本数はそのM上、新伐探而を求めて集るが故に、例ば昭和 144 

秋ょ り J5 年の春にかけて伐探せる, と ころは、154ド以よ り秋に互り 

て成盘が多数処る。 勿論154ド以に伐押しつ、あると ころでは、與 

4の以1 う秋にはら、成懸が多政兼る。大發生の場合は極端に夏山 

にのみ被が生ずる評ではない。冬山のと 乙ろにも發生するのそあ 

る。と 乙ろが冬山實行箇所は、多くの場合までに、をの伐採木を 

林外忙厳出して仕芻ってゐるが、友山賞行中のものは、成程發生期 

に役ﾡ木が現地にイF商 されてゐる開 係上、之が処条 を器ひ て成数の 

见る機會が、前 X•の場合 よ り多い様に考へられる。然し兩者に どれ 

だけの差異があるか、未だ關査乂は試驗された成績がな く、之が断 

定は今逃かに下し難く、今後の研究にﾡされな大きな間題であると 
川人。 ”賣

Mして役探地に於て、ル選の災合するのは償探書4と翌年とが 

も多いが、役探木の搬山が絡り、4と共に林内のﾡな木がﾡ朽する 

と、林が安定し、成程の飛來が勖くなXので、共後は特殊な場合以 

外は、急激な變化は起らないのが普通である。之に反し、天然#と 

皆伐して殺定した貯木場周終の如2は、年を新し3丸太を卷立むく 

ﾡ係上、年々新成•が乙の層緣に集り、被海を増大するのである。 

随って貯木場には 7-8 月の成蟲最盛期には、 彼立材むがMしない 

ﾡにすることが川要である。

\

VII. 防除 對 策 
・

(イ) 成♦大發生の場合は、立木の小枝に飛來せる ものは、#に 

て拂落して採集する。物に驚く と落下する習性があるから、揚#し

殺は 町であ る。確樹被ﾡの場合は赤手殺が量 も 行効であ る。

(") 伐倒木、風倒木、伐棋、卷立材等忙飛來せる成期は、人夫 

又は學童を使川し極力捕殺する乙と。

(→、) 林内を山るだけ消潔にし、代的木の末木枝ﾡを残せし
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めざる様にするそと。 止:びを得ざる場合は、之’室を地向厂接して放

置し腐朽を促進せしめるとと。 I
(=) 伐探木、風倒木等は速かに剝皮 し、退逃に林外に搬山する 

cと。

(ホ) ダﾡは樹皮ドで祭孔する際、 カタカ"と番を彼するので

在が制る。 ポだ材部に祭孔せず樹皮下にﾡ心するものに封しては 

その外面政は産列ﾡのある面 を木筒乂は金槌あ如 e も ので脚 

すると幼戦を殺すそとが出求る。

(ヘ) 本林の被害は小立認例ぱ ヤ ッ *クビムシ の如く、郡狀 に 

林内に務生する場合少 く、多く は廣い伐採跡地や 天然林を伐採して 

造った貯木場の周緣の天然林に多いものであるから、卷立材は敏速 

に統ﾡし、7 8 月頃 は残存 せしめざる か若く は 出來ろ だけ 小 ikt と な 

し置く乙とが绍ましい。

(卜 ) ルﾡは後企 (Nachfrass) のなためエゾマッ、 カエゾッ、

トドマッの小枝の攻部をM1.0一5.0梅、 さ10 10.0権位術略企 

するなめ、それx り先端がﾡれる。火ﾡ々ﾡ樹のをﾡし、之 

を枯死せじめ、大を興へることがある。随って本魏の防除上針東 

樹の用•純林を避け適常な湖葉樹を混清せしめる ことが、ﾡめて製は 

しい ことである。

(チ) 被害関係の項に於て説叨せるが如く、被害は伐採血 を遠ざ 

かるに隨って、極端に減少し眞に陽光の投射Q多 合 部分にのみ著し 

いものであるから、採伐作業に於て選木の際、地形や液せるﾡ湖葉樹 

等の位itに催 る 陽光投射の関係 を考慮に 入れ、伐採跡■地周圍の林木 

の除部に、陽光の當る時間が極めて少い様、或は全々常ら様に考

する ことが製し。乙のことは防除上ﾡめて1T要* ことであ り 

現 は での資料では、夏川逃材 を機燃に携示 す る 前に こ の動を 充分

- 46 -

除映すべさ とと ゝ思ふ。

(ッ) 新島博士に依れぱ伐採の時期は、利用上冬期 を可 とするも :. 

ャッキクヒムシの尉除に就て考よるときは、夏期役探するを呼と 

すると報省" されてるる。このことはコ ッギシ ヒゲナガカ ミ キツの 

幼世にも適用さるべきも、只本器には成経が後食のため枝條を嚙食 

し確樹に被を興へるﾡ性があるので、キク ヒ ム シの場合と多少 J 

情を巣にする。 W 8： I

(ス) 本砂•は天然林の健全木に産卵を繰返し、樹勢を衰弱せしめ 

このみに依つて枯死せしめる場合もあるが、か2 的 に小数数佐 

スの誘因となるので、本種の被害地では小送毅特に ヤ ッバク上 ク 

シ、エゾキクヒムシ、 トドマッキクヒムシ、 ゴロウャンコキクヒム 

シ 等の防除法 も 併せ て考慮すべさである。

() 貯木場スはI川土場は山楽るだけ確ﾡの少V林分を選びて設 

定すること。 、 . 」

(ヲ) 天然林内に於ける同一土場を長く使用せざる こと。

( ッ) 彼地方の森林劇在 と 施業案の檢訂 を行人 ことが、防除上 

極めて要な 乙とである。何れの害認も衆初から急激に發生する も 

のではなく、幾分繁殖の順位がある。殊に風害等の特殊な被辑の生 

じな場合は、 2れに伴人てﾡ生する*ク ヒムシ、カミキリ ムシ、ザ’ 

ッ・シ等のは直に注意される、斯かる場合は期: 門家を煩し、之が 

被密の極類や傳播度や防除對策等の意况を求め、被害を出來るだけ 

韓減し、或は蔓延を防止し、或は被害を未然に防止する様に施業す 

べきである。
・

vI. 結 び ・
、ニ 

以上本道の天然林に於ける エゾマツ、アカエゾマツ、トドマッ等
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C大を異よるヨ ッボシ ヒゲナガカ ミ キッの形態、生態、被状況 

及び防除勢ﾡと及山逃材との開係について逃べたが、著者はこの稲 

度の報告で滿足す るものではない。更に各地域毎の特異なる林分構 

ぬと、之が役探に伴人当M省ﾡ生との開係に就て研究をRね、以て 

木道の施業案細成並に板訂等に際し、森林保護の立場 り 充分吟味 

校討して、利ﾡ、育林の途が合理的に講ぜられ、森林源の確保が 

一ﾡ期せられることを望んでやまない。
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ヨッボシヒゲナガカミキ リ被舎林内標の樹群ア林ﾡ植相ﾡ手
凡
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